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業績予想および期末配当予想の修正ならびに役員報酬等の減額に関するお知らせ 

   

  最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年８月 26 日に公表いたしました業績予想を、下記の 

とおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１．業績予想数値の修正 

                                 （金額の単位：百万円） 

（１）平成 22 年３月期通期連結業績予想数値の修正 (平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 (Ａ) 15,600 750 820 350 54 円 77 銭

今回修正予想 (Ｂ) 13,570 115 155 95 14 円 87 銭

増  減  額   (Ｂ－Ａ) △2,030 △635 △665 △255 － 

増 減 率   （％） △13.0 △84.7 △81.1 △72.9 － 

(ご参考) 前期実績  

(平成 21 年 3 月期) 
16,933 1,070 1,104 521 81 円 61 銭

 

（２）平成 22 年３月期通期個別業績予想数値の修正 (平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日)        

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 (Ａ) 14,500 700 800 450 70 円 42 銭

今回修正予想 (Ｂ) 11,870 350 390 100 15 円 65 銭

増  減  額   (Ｂ－Ａ) △2,630 △350 △410 △350 － 

増 減 率   （％） △18.1 △50.0 △51.3 △77.8 － 

(ご参考) 前期実績 

(平成 21 年 3 月期) 
15,313 1,107 1,163 393 61 円 53 銭

 

 

                             

 



２．修正の理由 

 （１）連結 

    売上高は 13,570 百万円と、前回発表予想を 2,030 百万円下回る見込みとなりました。この主

な要因は、国内景気が引き続き低迷したことと併せ、新型インフルエンザの流行、高速道路料

金の休日割引制度などにより、公共交通機関の輸送人員が減少するなか、各事業者様の設備投

資が見送られる傾向が続き、主力の輸送機器事業において下期に見込んでおりましたバス市場

向け製品の納入が、想定を下回る見通しとなったことによるものです。 

また、損益に関しましては、原価低減活動や経費削減活動を強力に推し進め、販売費及び一般

管理費の削減に努めてまいりましたが、売上高の減少と併せ、平成 21 年８月 26 日に公表いたし

ました S&D 事業再編により、THAI LECIP CORPORATION LIMITED の工場閉鎖に係わる損失 83 百万

円の計上、および LECIP U.S.A.,INC.における、棚卸資産の評価損 42 百万円の売上原価への計

上、ならびにレシップ株式会社における特別損失として固定資産の減損損失 18 百万円の計上を

行うことにより、営業利益は 115 百万円、経常利益は 155 百万円、当期純利益は 95 百万円と、

それぞれ前回発表予想値を下回る見込みとなりました。 

 

（２）個別 

     売上高は 11,870 百万円と、前回発表予想を 2,630 百万円下回る見込みとなりました。この主

な要因は、連結業績予想の修正と同様の理由によるものでありますが、損益に関しましては、

特別損失として関係会社株式評価損 214 百万円を計上する一方で、THAI LECIP CORPORATION 

LIMITED の解散の意思決定に伴い繰延税金資産を 127 百万円計上（法人税等調整額は同額減少）

いたしますことから、営業利益は 350 百万円、経常利益は 390 百万円、当期純利益は 100 百万

円と、それぞれ前回発表予想値を下回る見込みとなりました。 

 

３．期末配当予想の修正 

（１）平成 22 年３月期 (平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日) 期末配当予想の修正 

 1 株当たり配当金 

（基準日） 第 2四半期末 期  末 年  間 

 

前 回 発 表 予 想 

円   銭 

－ 

円   銭 

17     00 

円   銭 

17     00 

今 回 修 正 予 想 － 15     00 15     00 

当 期 実 績    － － － 

前期実績（平成 21 年 3 月期） － 17     00 17     00 

 

（２）修正の理由 

    当期の期末配当につきましては、１株当たり 17 円の配当を実施すべく中期経営計画に基づき諸

施策を実施してまいりましたが、当社グループを取り巻く経営環境の低迷を受け、配当金算出の

基礎となる連結当期純利益が、今回上記のとおり当初予想を大幅に下回ることとなりました。 



配当予想につきましては、当社の利益配分に関する基本方針を鑑み、通期連結業績予想にはま

だ不透明な要因もあることも考慮しながら慎重に検討を行いました結果、誠に遺憾ではございま

すが、１株当たり 15 円に減配させていただきたいと存じます。 

 

４．役員報酬等の減額について 

   当社では、連結経常利益の計画達成率が 50％以下となった場合には、取締役の賞与は支給せず、

かつ、一定の計算式にて算出した金額の報酬額減額を定めております。また、執行役員・参事も、

それぞれの規定により、取締役に準じて、不支給・減額を定めており、これに基づき、今般、次の

とおり決定をしております。 

 

  ①平成 22 年６月度賞与の不支給 

   取締役・執行役員・参事については、平成 22 年６月度の賞与支給は行いません。 

  ②平成 22 年７月支給の報酬・給与から１年間の削減 

平成 22 年３月期の連結決算数字の確定後、次の範囲で削減を行います。 

・代表取締役および取締役   25～10％ 

・執行役員および参事     20～５％ 

 

 

（注）上記の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

                                      以 上 


